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3．3 進 行 波 の 発 生 と 流 体 力

　 こ こ で は 、弾性 夫面の 望形が 流体力 に 与え る 影 響 に つ

い て 考え ／ 　ドig　5 に 、流 体 力の 測 定 結 果 か ら得 られ 配各

モ デ ル の 抗 力係 数 と レ イ ノ ル ズ 数 の 関 係 を 示 す、，＿の 結

果、絶 えず ，芒　
，1．す る 進 彳h 皮が 観 捺 で k た 条 件 に お い て の

み、CC モ テ Jレの 抗 力 侍 故 か RC モ
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小 さ くな ’
） た 二の と きモ デ ル 背 後の 流れ の 逆 流 領 城
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‘
か 1こ 狭 く な っ て お り 、t／ILれ

｝ 一
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か ら、進 行 喫か 発 L し 抗 力係 枝 が 小 さ く な っ た か ら と 言

って 、弾 糾 表 Elを 持 つ 円 ri　 f デ ル で 抗 力低 滅 が 実 現 した

レ は r ｛い 〃
・辷 い ．、そ こ て 揚 力 の 時 問 変 動 波 形 を 局 波 数 解
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’た周波数 L−t’li速の 関係 夕 示 す 。こ の 図 か ら、抗 力 が 減

少 し た モ デ ル で 、剛 体 円 柱 の 渦 対 放 出 周 波 数 よ り も約

45 “f。低 い L目 ノ L・る こ と 〃 ・分 か っ た，，こ れ は 、進 彳」波 の 発

｛．に 大 き く図 与 して い 1 と考 え られ る 小 さな 渦 の 打 っ エ
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を 抑 え る こ tに よ っ て 、抗 力が 減少 し た と予 想 され る。

4．結 論

　柔 軟な 弾 悧 人 面 を持
’
蛸 i」剛 後 乗複 合 円 柱 に 発 生 す る 進

行波 の retiと抗 力 に 与え る 影響 を 調べ た と こ ろ 、
  連続的 に 倍 生 す る 波 と 周 期 的 に 発 ←す る 波 の 周 波 数 は 、
　 剛 体 円柱 う・ ら放 出 され る カ ル マ ン 渦 対 の 放 出 周 波 数 よ

　 り も 6〜9 ｛／高 い 佃 を 示 した。
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　 て 発 生 す る 小 き な 渦 の 移 t充速 度 とほ ぼ 同 じ で あ っ た。
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